
82.服部遺跡出土の

線刻ある木製品について

d暗‘'I-: U~の一応;~I; に、.fiffl'll き ・ 約H!II さ ・ 竹1'1:)111 11: . 

i?;tl杭(，j"!t. :r~色号:の手法で絵|剖ないし記号胤の'}~.fJ/.

を !jÚiす ')~I列!立、今や相 ll'l 数に j主し ておリ、絵IJhilよ rlqUI 

求:!itを主体に中lU11ド楽にさかのぼるものが知ら札、 JC

J.j. g止め炎.fJl.!.H表J~I を主体に I IJ J~J JlíJ iI11にまでさかのぼる

矧{仰が知ら札るようである(注①)./JIi締法制:でむ、 rut
に紹介されたニとのゐる .'f熔 !f~上総に liÚiした幾何今文

様f~1J(花.@)の他、新たに中Jm.ik淡の11:府社内から:H-I::.
L t": '，1:~!Jt にイナされた nliM な IIY1E獣(1.必か?)をえがい

た絵lリ則前IJ(第 l悶)を始め、後lU]ljIj'I!'の鳩山じめ淑に

箆摘さないし竹fi'llllほの記号風炎税を施した 4例(第

2凶など)を締認している。今後、悦思l作業のi住民に

とむな勺て貫((ffリはさらにm加するものとJ!1H寺されるが、
-)J、防Jil'i:紛:でtliご七した木製品の中にこうした.N:JJI.に

烈した線~J を施す L のを発見している 。 木製品につい

ての ~rif仰は余り匁1 られていないので‘本海ではそう し

た木~品を中心に紹介するニとにしたい。 以下、紹介

する 4例の本拠品li、いずlLb弥生H料に後J!1J後半を主
体とするlLl河泣から出土した Lのである。
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PWl 一宮1)欠如がみられるが、現存民61.4cm、現

伊悩12.0cm、l早さ 1.2cmを計る。用途li不明だが、品t
目似に木取りし、全体に作リがす寧である。長辺のi也、

存する側には、 2筒F斤{ニ 2ないし 3火をiilf:立とする小
イしが~たlL、 一部他材との総合を意向した似の儲皮が

j立移し ていた。対iDの-11品;には、後述する紙ItlJ絵問が

あり、その長;U!HIJの端部を削り込んで)L<仕上げ‘ χ、
上)jには三fIJの切り込みがみられる。車最初j絵画li、J]

-j'-t装工具の刃先で-l;IJり込むようにえがも、ており、一線

で表された大.I1!!1こを間足駄が布上方へ銚ぴ上がるよう

な JIJ.w)j!容を JN1与している 。 開足駄の千T間一帯に li 、~.'十

めIJ:有に走る抗斜l及び孤*li!が多条に力nえられているが、
何を表現したものか判5}IJし雛い。

PW2 一木を入念に削 1)込んで作った間関付・illlで

ある。血部{ま、口径24.2001、法径19.7cm、深さ 2.8cm



余の比較的i~いものである. bl:鵡内jfiiには、 1m主主主な

いし使用書道と 4えられるほ線(J'.Jな線紛が顕希である.

外i汚する立ち上がリ部の内外にi阜、微tニ怠る削泌が認

められ、回転運動を干IJmした切nlJffl鉄製工Hの使用が

考えられる 脚織は、向き 4.Ocm余のl同開よりなリ、

等形のli.flJ性状にnlJリ出している.ζの凶仰の付され
る1if$外rfri1:'、その中心よリ各仰にJi'Jかう V!{:の深〈

鋭利な線刻jによって内分さ九、うち一角内には、防]様

の線車lJによって絵IllIjとも，1己ザとも巧・えられる問が表現

されている 似Hl時、 {kリ人目に触れることのない底

部外凶iに泌されている点など、製作行のl!.図を読みと
り紛しむのがある。

PW3 寸前をうに打lしてねリ、収作.IA133.2cm、航1

15.0師、 J引き 4.6crnの比較(1~}I'f. fの紙付である。袋I而

iま ~'i 刊5叫t しているが、桜n.f/iに;り1)裂後、子1手線工H

で連続的に的IJリ111している.ζ うして加工された板材

のはぼけ'1立に、 tを+長文H止の~A'1Jが締泌される.線刻 11

刃子事R工れのJ)';むを使fIlして PWlJ[iJ械切り込むタ ヅ
チで公現されてよ五リ、長さ 7. 5cm 、~大船 3.4cm を計

る.こうした記号風の災現:1、府内遺跡(議良県)や

池上遺跡(大阪府)等の:l¥1二七 2~に奴例が知られ、服

部遺跡でも先述のき:.:~ (者J2 t羽)に依誌された.服部遺

跡のそれは、伎の別部2附所に箆指さでJ.c現されてい
る.なお、やや時代は新しくなるが、庄内式大和明漢

に散見される事滅状叩き.と衿:されているものの原体

が、 φ;例と形態1.似てJ;1)、系紙の存否がt主目される.
P W 4 f< ~ 32 .3cm、制11.5cm、"1-さ 1.5cmの綴材

て、 -rúiの過半には鋭.f1J な線刻が施されている.線~lJ

{立、板付の民辺に'Ie行又l主主Hrする多条の予行線を恭
;錦に、さらに XnJ似の刻印がやや無作為と(，，['，‘える風

体で付け加え，')れている.
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以|工、 JJllifll:ii'.l跡IBj'.の線刻l文を織す木製品4例を紹

介した。 11f~IJ '1]川j傘の11))らかならのtiPW 2の川脚イす
服で、上総l'iJ級符~;~の機能を*す L のである. 1也は欠
mしているものもあって定かでなも、.又、織された線
~J文{立、 PW l がIIq)~獄絵1111 ; 、 PW3 が絞杉文H止め線

事lJ であり、 IILj 行とむ Ul}J.<税のうらに ~í例ないし湾l似

点を弘いi討すことがで与るのに対して、 PW2及びP

W4の#)iltJJ文i主将火、である. : I:~il主現との初間関係が

ii同されよう

きて、それではニニで 1:~:iを合む弥生時代中 ・ 後期

のこうした原始絵Illij・，1己り・Ha.'J<現金鍛についてとらえ
i註してみ上う.こ守した&.!Jlのある:1二2告を慨観された
佐原武氏 li 、記号Ii.表現を I原始*~耐の術後化とみ、原

始絵l剖かJ己43・Jj，:m見に比べてやや先行気味に共存する
期ffIJを~nて、したいに記り・~J主現が一般化する・餌突を

指摘されている(iJ:1 ).しかも、二の記号r!oi¥表現めな
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かには_I .. J恨の米泌が・ぷ跡|λl で似数~ h!. される場合、

きらい遺跡をニえて光弘LさilるtJ!;f，-があるこ士から、
記号l!itMJI.に1Ji.Jt'f:的む・可能刊:を樵t治されている o -i~ 

1!、1Jf~邸ii'.ì~で 111 :1:した PW3 :n*豊作文風の表現11 、

l司遺跡ゆ内出 1:の滋の箆抗う文にfI{似して1-;.J .ぼ占

遺跡、池上遺跡7y 1こむ ~n"，をみるよとがでさた. 疎地・

仁何かの;(!;P，まを L弓て働いているとf.， J;~えられようが 、

たた、ニのニとから、こうした記号風表現に対してID

則的に係文午的な刊;絡を与えることは性Z!.であるよう

に息づ.立:';:I正、汁うまでむなく思4・のfi;遥 ・記録の

ために!tみ出与 IU.;l記王子と巧えることができふう し

かし、 j二2itそのιのはこのち時、動織の一部として符
1仰をのぞき弘(I~ に ~f1' ・ j.J! 1日された iì'í:l:主的ìâHであり、

伝i主 ・J記I.!$紗占のi役止!J:'，ljq
f剣lい、。式、，iじ りc)員:l J..t.c)Lが怖 'r~時代から1ïJJtI時代への膝

史の ìAUlの '1 'で側めてl:\i矧 1111 に:忽r.~ と姿合的 し 、 占trt

11年f-t以附{ニ起tI広さJtた1形跡が1l2.めら.Ilt..:・L、l.(でも、 liR
文'長の世1:怖 を').x..る |二て"JII!W(:Iニイ1'1;しむとニろであろう。

きて 、 IJj~始絵，I~iの J持介、その ~I~聞は各州のJfiIJN(物か

ら，地物さて{よれ2の屯と号えられるむのまで突に多彩
であるカヘ f与にH祉を4th、たらの由f多いようである.そ

のことから、泌とそれか姉かれた貯伐の織能を持つ蛍

を問J息づけ、ょの4・pのんjJl.カ'.1>る却にむ鋭祈願の怠図

を与えようと.，..る人もいる. 1二 a~製作にあたリ、製作

。 10C嗣
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角 .i'~ . JJi.!J. 各Hl'刀'(1'世JlIW二 H~ ~ ~ flsill(1 (，':iい_t.t後とし
て Jî.( ~ 身近に感じていたことに起l刈するのであろう

d己~JJ風~.lJI.であ札、ぞÌl I二流:!T気味に J~{I.する即IfU1

を持つ土いう 1京始松I1hjであれ、それらがt，現さIlるの
は土~~のf待合絶対多段が也で，1; められている '.::(liJ!T 

磁の機能を作ワものとして総1M(f)， '1'-rn-化と各H!装飾文
線が奔しい終係でゐるが、この時JUI、保l.t大局的にみ

ると、平iI'tな総1(11I~にぬされてきた為防災飾文燥の消

失する傾向がみられる. 1ぷ弘、絵phi M.ぴ配 ~;.H止表現 IJ. 、

そうした傾向の磁のM~ .措11にhむされているのが尖fJiで
あうう . ζのことから与えると.無文化傾向の一般的

なこの時刻、 ZEのす汁片泊i キ 刊}Ijしてさらに加自~jのぷ臼

をもうてJおかれたむのが_ M4tì絵ドlij であリ ，記号吸J~f世

とザえることができ ti. 1 ，~J .fí'とも、その第一』定的な

窓凶 li袋f"lJ効燥 を J~J作サるニと 1・おり.その行為とし

て土器製作名・の日常身辺に械 4 る 物体の l1. 敏 、 ~Ib ~ ft 

が行なわれたのではないだろうか。無火:ItM，!"の一般
的なぜ誌の'I!i':'tlOi奇_j， t:かもキャンハス(1)•ニとくみた

て、 七都i製作の余1I1L!1.;・'J11.)1の'j:!l7f.iitt!fIIJとそれをとリま
く自然j;~似を多彩に~~~~ . i~1 鋭化 して f，'l， <ニとで袋f印

刻j来を一段 と山iのようと 4・る漆がじしろ 自然であリ、

それ以上のf削~]!よ、少なくと!..ßI.状では早.1 1・であるよ

うに，也lう ( ~t n i'{() 

tまのoc:.~~の一以 tニび散を ~ÍI う 3L持ちか/'f，' にぬれ‘去り 誌 1.I主1以tt:r 弥生lI!j代の*~II'jJ r 写山71旬~!tJ

fi<介(t.;_ 1.ニことは十分考えられるし、又、当初から 答~66~m 1サ 1980

そうしたS凶で製作された特係主.<'~ (， 'j~ ~ rF(J:したか tE 2 _休博jjfJr滋災保に J;ける弥'1.式 1:2:.にぬされた
ιしれなも .だが、そのニとのた自主をIff.の儲かれた蛮 絵JIl!i・.it!りf((.JtJI形"考.'i学後tE・」
全般iニa&rるのはl吋鰭である.1IIiをl'珂mとした原始 者lG7~m 1 1;， 1981 

絵，IIIJ例か多いのは、当時の人々が、 1Jl[を、肉li食用t二、
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